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問１ あなたの性別は。（○は１つ） 

１．女性 (58.9%) ２．男性 (40.9%) 

 

問２ あなたの年齢は。（○は１つ） 

１．２０歳代 (13.3%) ２．３０歳代 (21.7%) ３．４０歳代 (26.1%) 

４．５０歳代 (26.6%) ５．６０歳代以上 (12.0%) 

 

問３ あなたが現在、お住まいの校区はどちらですか。（○は１つ） 

１．佐野中学校区 (18.1%) ２．新池中学校区 (19.8%) ３．第三中学校区 (20.3%) 

４．日根野中学校区 (19.5%) ５．長南中学校区 (17.5%) ６．不明（   町） (3.8%) 

 

問４ あなたは結婚していますか。（○は１つ） 

１．未婚 (18.9%) 

２．結婚している、または結婚していないが、パートナーと暮らしている (72.0%) 

３．結婚したが、離別または死別した (9.1%) 

 

問５ あなたの家族構成は、次のどれですか。（○は１つ） 

１．一人世帯 (10.9%) 

２．夫婦だけの世帯 (16.9%) 

３．夫婦と子どもの世帯（   人家族） (49.2%) 

４．父親と子ども、または、母親と子どもの世帯（   人家族） (8.4%) 

５．三世代（親と子と孫）の世帯（   人家族） (11.4%) 

６．その他（具体的に                   ）：（  人家族） (2.8%) 

 

問６ あなたはお子さんがいますか。（○は１つ） 

１．子どもはいない (29.4%) 

２．子どもがいる (69.7%) 

 

問６－１ 一番下のお子さんの年代はどれにあたりますか。（○は１つ） 

１．３歳未満 (13.9%) ２．３歳以上就学前 (8.3%) ３．小学生 (20.2%) 

４．中学生 (5.6%) ５．高校生 (8.5%) ６．大学生以上 (43.3%) 

 

問７ あなたの就労の状況について一番近いのはどれですか。（○は１つ） 

１．会社・団体・官公庁などの正社員・正職員 (39.5%) ２．契約社員や派遣社員 (6.9%) 

３．パート・アルバイト（学生バイトを除く） (18.1%) ４．自営業主または家族従業員 (7.8%) 

５．学生 (2.3%) ６．専業主婦・主夫 (14.8%) 

７．無職（専業主婦・主夫を除く） (8.0%) ８．その他（       ） (1.1%) 

はじめに、あなたご自身のことについておたずねします。 

【問６で「２．子どもがいる」に○をつけられた方に 

おたずねします】 

中学校区が不明な場合は、町名をご記入ください 
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問８ あなたは、「男は仕事、女は家庭」という考え方についてどう思いますか。（○は１つ） 

１．そう思う (5.0%) ２．どちらかといえばそう思う (34.1%) 

３．どちらかといえばそう思わない(20.3%) ４．そうは思わない (38.3%) 

５．その他（具体的に                      ） (2.0%) 

 

問９ 結婚、家庭生活について、あなたのご意見をおうかがいします。あなたのお考えに

近いものはどれですか。（○はそれぞれ１つ） 

 賛
成 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

賛
成 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

反
対 

反
対 

わ
か
ら
な
い 

① 結婚は個人の自由であるから、結婚してもしな

くてもどちらでもよい 
45.9% 26.3% 17.7% 4.8% 5.0% 

② 結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない 33.4% 24.4% 23.4% 9.8% 8.1% 

③ 結婚してもうまくいかないときは離婚するこ

ともやむを得ない 
39.1% 37.2% 14.1% 3.4% 5.9% 

 

問１０ 家庭における役割について、あなたはどのようにお考えですか。また、実際にあなた

の家庭では、どのように分担していますか。（○はそれぞれ１つ） 

全員が 

お答えください 
 

配偶者・パートナーのいる方のみ 

お答えください 

理 想 現 実 

夫
婦
・
カ
ッ
プ
ル
で
同
じ

く
ら
い
分
担 

主
に
夫
・ 

パ
ー
ト
ナ
ー
（
男
性
） 

主
に
妻
・ 

パ
ー
ト
ナ
ー
（
女
性
） 

わ
か
ら
な
い 

 

夫
婦
・
カ
ッ
プ
ル
で
同
じ

く
ら
い
分
担 

主
に
夫
・ 

パ
ー
ト
ナ
ー
（
男
性
） 

主
に
妻
・ 

パ
ー
ト
ナ
ー
（
女
性
） 

そ
の
他
の
人 

該
当
し
な
い 

25.8

% 

63.9

% 

1.1 

% 

5.0 

% 
①生活費をかせぐ 19.1% 75.5% 2.4% 0.0% 1.1% 

27.7

% 

4.7 

% 

58.6

% 

4.2 

% 
②日常の家計の管理 9.8% 9.3% 78.3% 0.2% 0.4% 

39.8

% 

0.9 

% 

50.6

% 

3.9 

% 
③日常の家事 14.8% 1.7% 80.3% 0.7% 0.4% 

63.8

% 

0.9 

% 

20.8

% 

9.5 

% 
④家族の介護や看護 24.1% 1.5% 43.4% 1.1% 27.3% 

70.6

% 

0.8 

% 

19.7

% 

4.4 

% 
⑤育児や子どもの教育としつけ 36.2% 1.5% 47.3% 0.0% 11.9% 

59.1

% 

14.5

% 

11.6

% 

9.8 

% 
⑥町内会や自治会など地域活動 29.1% 19.5% 32.8% 2.2% 13.7% 

続いて、質問にはいります。 
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問１１ あなたの生活の中で、「仕事」と「家庭・地域活動」、「個人の生活」の優先度につ

いておうかがいします。あなたの現実と希望に最も近いのは、次のどれですか。 

（○はそれぞれ１つ） 

 「
仕
事
」
を
優
先 

「
家
庭
や
地
域
活
動
」
を
優
先 

「
個
人
の
生
活
」
を
優
先 

「
仕
事
」
と
「
家
庭
や
地
域
活
動
」
を

と
も
に
優
先 

「
仕
事
」
と
「
個
人
の
生
活
」
を
と
も

に
優
先 

「
家
庭
や
地
域
活
動
」
と
「
個
人
の
生

活
」
を
と
も
に
優
先 

「
仕
事
」
と
「
家
庭
や
地
域
活
動
」
と

「
個
人
の
生
活
」
を
と
も
に
優
先 

わ
か
ら
な
い 

①現実（現状）としては 28.1% 7.3% 10.6% 12.3% 21.9% 7.3% 7.2% 4.5% 

②希望としては 2.3% 4.1% 14.4% 8.6% 17.2% 10.6% 36.7% 4.5% 

 

問１２ 今後、男性の家事、子育て、介護などへの積極的な参加を促進していくためには、

どのようなことが必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

１．男性自身が仕事中心の生き方、考え方を改めること (34.2%) 

２．男性も女性も一人ひとりが男女の役割分担についての慣習やしきたりの認識を改めること (48.3%) 

３．男性が家事、子育て、介護などに参加することについて、社会からの評価を高めること (43.0%) 

４．夫婦・パートナーの間で家事などの分担をするように十分話し合うこと (49.4%) 

５．男の子にも小さいときから家庭や学校で家事や育児を体験する機会を増やすこと (47.0%) 

６．男性の参加しやすい料理教室や介護講座を通じて、家事や子育て、介護などの理解を深め

ること (24.7%) 

７．行政が労働時間の短縮など、企業に向けて啓発をすすめること (39.5%) 

８．行政が男性に向けて広報・啓発をすすめること (17.5%) 

９．その他（具体的に                              ） (4.2%) 

10．特に必要ない (3.3%) 

 

問１３ 現在、地域や職場で活躍する女性リーダーが育っていないことが課題になっています。

女性リーダーを増やすためにはどうすればよいと思われますか。（○はいくつでも） 

１．女性自身が意識を変える (33.8%) 

２．女性リーダーに対する男性の意識を変える (47.3%) 

３．リーダーの役に女性を割り当てる (18.0%) 

４．女性リーダーの養成をする (25.2%) 

５．女性が活動できるように、家族で家事を分担する (46.7%) 

６．女性リーダー同士の交流の場や相談できる窓口を作る (20.3%) 

７．女性が活動しやすいグループが増えるように、一時保育や場の提供などの支援を行う (56.4%) 

８．その他（具体的に                      ） (3.0%) 
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問１４ 現在、どんな活動に参加していますか。また、今後はどんな活動に参加したいで

すか。（○はいくつでも） 

現 在  今 後 

参加している  参加したい 

 2.2% １．保育サポーターやファミリーサポートなどの子育て支援活動  8.9% 

 9.4% ２．子どもの健全育成・ＰＴＡの活動  8.6% 

 3.4% ３．高齢者・障がい者等の生活支援や介護ボランティア  10.6% 

16.3% ４．自治会活動  9.4% 

 4.1% ５．防犯・防災活動（地域での防災訓練、防犯パトロールなど）  8.0% 

 7.5% ６．清掃、緑化などまちの美化や景観、自然環境を守る活動  17.7% 

 1.9% ７．国際交流活動  13.4% 

 1.1% ８．行政の審議会等の活動  4.1% 

 1.7% ９．自立支援や人権擁護などの活動  4.4% 

 7.0% 10．公民館や体育館のクラブなどの生きがい作りの活動  24.2% 

 1.9% 11．その他（具体的に                  ）  1.4% 

48.6% 12．どれにも参加していない・参加したくない 19.4% 

  

問１５ あなたは、次にあげる分野で、男女はどの程度平等になっていると思いますか。 

（○はそれぞれ１つ） 

 
男
性
が
優
遇
さ
れ
て 

い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る 

女
性
が
優
遇
さ
れ
て 

い
る 

わ
か
ら
な
い 

① 家庭生活で 15.6% 41.3% 25.8%  8.1% 0.8%  6.9% 

② 職場の中で 22.7% 37.8% 20.3%  7.2% 0.8%  9.5% 

③ 地域活動の場で 10.3% 24.2% 28.6%  5.8% 0.8% 28.3% 

④ 学校教育の場で  4.1% 13.0% 45.9%  5.6% 0.6% 28.8% 

⑤ 政治の場で 28.1% 42.3% 12.0%  2.8% 0.3% 13.1% 

⑥ 法律や制度の上で 13.4% 30.9% 26.1%  8.1% 1.3% 19.1% 

⑦ 社会通念・慣習・しきたりなどで 26.6% 47.8%  9.4%  2.2% 0.8% 12.0% 

⑧ 全体として 17.8% 48.8% 14.2%  2.3% 0.9% 15.0% 
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問１６ あなたに未成年の子どもがいると仮定して、あなたは、将来「どのような生き方」

をしてほしいと思いますか。（○は各項目にそれぞれ１つ） 

 
特に 
女子に 

女子・男子
の両方に 

特に 
男子に 

女子・男子
の両方に 
望まない 

① 社会的な地位を得る  1.6% 48.0% 20.3% 24.1% 

② 経済的に自立した生活をする  3.1% 78.4% 15.3%  1.4% 

③ 炊事、掃除、洗濯などの家事ができる 15.6% 78.4%  2.5%  0.8% 

④ 社会に貢献する  1.4% 83.9%  6.1%  5.5% 

⑤ 本人の個性や才能を生かした生活をする  2.7% 90.6%  2.3%  2.2% 

⑥ 本人の意思に任せる  2.8% 87.3%  3.4%  3.6% 

⑦ その他（具体的に          ）  0.2%  8.1%  0.3% 
 

 

 

問１７ あなたが小・中学校ですすめてほしい男女平等への取組みは、どれですか。 

（○はいくつでも） 

１．男女で協力して家事や育児ができるように教える (55.0%) 

２．人権尊重の教育を推進し、子どもたちが男女平等を主体的に考えるようすすめる (40.6%) 

３．男女にかかわりなく、その子どもの個性や能力を生かせるようにする (73.8%) 

４．こころとからだを大切にする、年齢に応じた性教育を行う (46.1%) 

５．性暴力やセクシュアル・ハラスメントなどについて学習する機会をもつ (34.7%) 

６．男女にかかわりなく、働くことの意義を教える (67.2%) 

７．男女にかかわりなく、校長・教頭に登用するよう努める (16.3%) 

８．保護者と教職員がともに男女平等教育について学習する機会をもつ (24.4%) 

９．その他（具体的に                       ） (2.5%) 

10．現状のままでよい (1.3%) 
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【男性の方におたずねします】 問１で「２．男性」と答えられた方におたずねします。 

問１８ あなたは「男はつらい」と感じることはありますか。（○は１つ） 

１．ある (57.3%)  ２．ない (40.8%) 

 

【問１８で「１．ある」と答えられた方におたずねします】 

問１８－１ それはどんなことですか。（○はいくつでも） 

１．男だから頑張れと言われる  (29.3%) 

２．家族を養うのは男の責任だと言われる  (45.3%) 

３．自分のやりたい仕事を自由に選べないことがある  (27.3%) 

４．常にリードすることが求められる  (26.7%) 

５．仕事の責任が大きい、仕事ができて当たり前だと言われる  (41.3%) 

６．つらいことがあっても、相談する相手がいない  (20.0%) 

７．家族とのコミュニケーションが少ない  (11.3%) 

８．衣食住に関わる家事が自立できず、生活が不便である  (10.7%) 

９．自分の時間や居場所がないこと  (12.7%) 

10．その他（具体的に                 ）  (2.0%) 

 

【全員におたずねします】 

問１９ 女性の心とからだの健康を保つために、泉佐野市はどのような取組みをする必要

があると思いますか。（○はいくつでも） 

１．検診や健康づくりに関する情報を提供する (63.8%) 

２．年齢に応じた健康づくりのための機会を提供する (43.6%) 

３．安心して出産できるよう医療体制を充実する (63.8%) 

４．女性特有の病気などに配慮した女性外来の情報を提供する (57.8%) 

５．悩みや不安を相談できる体制を充実する (44.5%) 

６．生涯を通じて心身ともに健康で過ごすための学習機会をつくる (30.2%) 

７．その他（具体的に                         ） (2.3%) 

８．特にない (1.9%) 

 

問２０ あなたが、日ごろ、困り事や悩み事などを話すことができるのは誰ですか。（〇は

いくつでも） 

１．家族 (74.8%) ２．親戚 (12.7%) 

３．近隣の人 (4.1%) ４．パートナー・恋人 (21.9%) 

５．友人 (54.5%) ６．職場の上司 (5.2%) 

７．職場の同僚 (21.7%) ８．インターネットのサイト (2.2%) 

９．その他（具体的に     ） (1.1%) 10．誰もいない (7.0%) 
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問２１ 下欄の市や府の主な相談機関や相談窓口のうち、あなたが知っているものはどれ

ですか。また、利用したことはありますか。（○はそれぞれに１つ） 

知っている 

 

利
用
し
た
こ
と

が
あ
る 

利
用
し
た
こ
と

は
な
い 

知 

ら 

な 

い 

①女性のための相談（面接相談）（電話相談） 
：人権推進課・いずみさの女性センター 

1.9% 42.8% 52.5% 

②無料法律相談：市民生活課 8.0% 53.9% 36.3% 

③労働相談：商工労働観光課 1.7% 42.7% 52.5% 

④教育相談：学校教育課 さわやかルーム シャイン 1.6% 33.4% 61.6% 

⑤発達相談、育児相談：泉佐野市保健センター 12.3% 50.3% 34.8% 

⑥乳幼児育児相談：（地域子育て支援センター）つくしんぼ 3.1% 38.4% 55.6% 

⑦家庭児童相談、母子家庭相談：児童福祉課 3.9% 59.2% 34.5% 

⑧高齢者の虐待などの相談：地域包括支援センター 0.8% 38.0% 58.4% 

⑨総合生活相談等（就労支援や人権侵害など）：人権推進課      

人権擁護委員 泉佐野人権文化センター 下瓦屋人権文化センター 

樫井人権文化センター (社）泉佐野市人権協会 

3.6% 49.1% 44.7% 

⑩大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター） 

サポート・カウンセリングルーム、女性の悩み電話相談 
1.4% 34.5% 60.8% 

⑪大阪府女性相談センター 0.3% 32.3% 63.6% 

⑫大阪府岸和田子ども家庭センター 1.7% 34.4% 60.2% 

⑬大阪府こころの健康総合センターこころの電話相談 0.5% 30.0% 65.9% 

⑭関西いのちの電話 0.2% 34.2% 61.9% 

⑮大阪自殺防止センター 0.2% 34.4% 61.9% 

⑯ストーカー110 番（大阪府警本部） 0.0% 37.3% 59.1% 

⑰性犯罪被害者相談（ウーマンライン） 0.2% 26.9% 69.2% 

⑱その他、上記以外で利用したことのある相談窓口 

（具体的に                                ） (0.6%) 

 

泉
佐
野
市
内 
大
阪
府
内 

大
阪
府
警 

そ
の
他 



 

112 

問２２ あなたが、次の言葉のうち、見たり聞いたりしたことがあるものをすべて選んで

ください。（○はいくつでも） 

１．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ） (90.8%) ２．デートＤＶ (27.5%) 

３．育児・介護休業法 (64.1%) ４．男女共同参画社会基本法 (31.7%) 

５．女子差別撤廃条約 (24.1%) 

６．ポジティブ・アクション (12.7%) 

７．ジェンダー (29.4%) 

８．男女雇用機会均等法 (78.9%) 

９．ワーク・ライフ・バランス (21.7%) 

10．いずみさの男女共同参画つうしん Ｆｉｎｅ (10.3%) 

11．人ひとプラン（泉佐野市男女共同参画すいしん計画） (6.7%) 

12．いずみさの女性センター (23.3%) 

 

【問２２で「12．いずみさの女性センター」に○をつけられた方におたずねします】 

問２３ センターのどんな事業を知っていますか。また、利用したことがありますか。

（○はそれぞれ１つ） 

 
利用した 

ことがある 

利用した 

ことはない 

①講座やセミナー 23.5% 66.4% 

②仲間づくりや団体とのネットワーク活動  9.4% 77.9% 

③悩みの相談（電話相談・面接相談）  5.4% 83.9% 

④情報収集や図書の利用 12.8% 73.8% 

⑤その他（具体的に           ）  1.3% 45.0% 

⑥どれも知らない 22.1% 

 

【全員におたずねします】 

問２４ あなたが、女性の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなことですか。

（○はいくつでも） 

１．性犯罪 (62.7%) ２．売買春（援助交際を含む） (30.9%) 

３．痴漢行為 (54.1%) ４．女性に対するストーカー (35.9%) 

５．ＤＶ（配偶者やパートナーからの暴力）・デートＤＶ（交際相手からの暴力）に女性の被

害者が多いこと※暴力には、身体的な暴力に限らず、強い束縛や行動の制限なども含む (56.9%) 

６．職場や学校等におけるセクシュアル・ハラスメント (39.7%) 

７．女性のヌード写真等を掲載した雑誌、ポルノ映画、アダルトビデオなど (20.3%) 

８．女性の体の一部や媚びたポーズ・視線を、内容に関係なく使用した広告など (17.3%) 

９．男女の固定的な役割分担意識を押しつけること (40.2%) 

10．女性の社会進出のための支援制度の不備 (28.3%) 

11．職場での男女の待遇の違い (39.2%) 

12．「女のくせに」「女だから」などという言葉 (50.0%) 

13．その他（具体的に                              ） (0.3%) 

14．特にない (5.3%)
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問２５ あなたは、次のようなことはセクシュアル・ハラスメントにあたると思いますか。

また、あなたは、自分の意思に反して職場、学校、地域で次のようなことをされたこ

とがありますか。（○はいくつでも） 

セ

ク

シ

ュ

ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
あ
た
る
と

思
う 

 職
場
で
さ
れ
た 

こ
と
が
あ
る 

学
校
で
さ
れ
た 

こ
と
が
あ
る 

地
域
活
動
等
の

な
か
で
さ
れ
た 

こ
と
が
あ
る 

35.2% １．容姿について、あれこれ聞かれる・話題にされる 12.0% 6.6% 2.2% 

46.1% ２．からだをじろじろ見られる 6.3% 1.9% 1.7% 

33.0% 
３．不必要に携帯電話の番号やメールアドレスなどの個

人情報をきかれる 
4.2% 0.6% 1.6% 

31.3% 
４．「男のくせに根性がない」や「女には仕事を任せられ

ない」など、能力と関係のない評価を受ける 
8.3% 2.7% 1.7% 

12.2% 
５．「女の子、おばさん」「男の子、おじさん」など名前

とは異なる呼ばれ方をする 
11.1% 2.3% 3.8% 

25.0% 
６．男性は力仕事や残業、女性はお茶くみなどの役割分

担を強要される 
15.3% 0.5% 1.7% 

50.9% 
７．忘年会などでお酌・デュエット・ダンスなどを強要

される 
12.0% 0.3% 1.6% 

51.7% ８．性的な冗談やひわいなことを話題にされる 12.0% 1.1% 2.0% 

75.6% ９．わざと身体に触れられる 9.7% 0.3% 0.9% 

82.2% 10．キスなどの性的な行為を強要される 1.9% 0.0% 0.2% 

59.1% 11．しつこく交際を求められる 2.2% 0.6% 0.5% 

40.9% 12．ヌードポスター・ヌードカレンダーなどを貼られる 0.5% 0.3% 0.3% 

77.3% 13．昇進や商取引などを利用して性的な関係を迫られる 0.6% 0.2% 0.2% 

0.9% 14.その他（具体的に               ） 0.2% 0.0% 0.3% 

4.7% 15．どれもあたらない  
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問２６ あなたは、配偶者やパートナーから次の行為をされることは、「暴力」にあたると

思いますか。また、結婚している・したことがある方は、実際にされた経験はありま

すか。（○は各項目それぞれに１つ） 

①全員がお答えください。 
 ②配偶者やパートナー

のいる方のみお答え
ください。 

暴力にあたる 
と思いますか。 

 相手からされたことが
ありますか。 

ど
ん
な
場
合
で

も
暴
力
に
あ
た

る
と
思
う 

暴
力
の
場
合
と

そ
う
で
な
い
場

合
が
あ
る 

暴
力
に
あ
た
る

と
は
思
わ
な
い 

 
た
び
た
び 

あ
っ
た 

（
あ
る
） 

た 

ま 

に 

あ
っ
た 

（
あ
る
） 

ま
っ
た
く 

な 

い 

23.0% 51.1% 18.9% 
①何をやっても、何を言っても長期間無視さ
れる 

2.3% 15.6% 57.7% 

46.6% 35.6% 10.5% 
②あなたが大切にしているものをわざと壊
されたり捨てられたりする 

0.2% 7.2% 68.3% 

45.6% 38.0% 9.8% 
③ばかにされたり、ののしられたり、命令口
調でものを言われる 

4.1% 23.9% 48.1% 

27.2% 46.1% 19.5% 
④交友関係や携帯電話をチェックされたり、
行動を制限される 

1.4% 9.8% 64.5% 

63.4% 25.6% 4.8% 
⑤げんこつや身体を傷つける可能性のある
もので、殴るふりをして脅かされる 

2.0% 7.3% 66.6% 

81.4% 10.6% 2.5% 
⑥平手で打たれたり、殴られたり、かまれた
り、げんこつで殴られる 

1.4% 8.3% 66.4% 

85.0% 6.3% 2.8% 
⑦身体を傷つける可能性のあるものでたた
かれる 

0.6% 3.8% 71.1% 

59.5% 21.7% 11.7% 
⑧あなたのお金を取り上げたり、預貯金を勝
手におろされる、家にお金を入れない 

1.4% 3.6% 70.6% 

66.4% 21.9% 4.5% ⑨望まない性行為を強要される 2.7% 7.0% 65.8% 

 

 

 

 

【問２６の②で「たびたびあった（ある）」、「たまにあった（ある）」と答えた方におたず

ねします】 

問２７ あなたは、そのことをだれかに相談しましたか。（○はいくつでも） 

１．家族や親族 (17.3%) ２．友人・知人 (23.0%) 

３．警察 (1.2%) ４．保健所・保健センター (0.4%) 

５．市役所や府などの相談窓口、電話相談など (0.8%) 

６．子ども家庭センター・配偶者暴力相談支援センター (0.0%) 

７．民間の専門家や専門機関（弁護士、カウンセリング機関、民間シェルターなど） (2.1%) 

８．いずみさの女性センター (2.1%) ９．法務局、人権擁護委員 (0.0%) 

10．医療機関 (0.0%) 11．その他（具体的に       ） (0.8%) 

12．相談したかったが、しなかった (14.8%) 13．相談しようと思わなかった (43.6%) 

１、２に１つで
も○をつけた
方は問２７へ 

すべて３に○
をつけた方は
問２９へ 
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【問２７で「12.相談したかったが、しなかった」または「13.相談しようと思わなかった」

と答えた方におたずねします】 

問２８ そのとき、あなたが、相談しなかった、しようと思わなかったのはなぜですか。（○は

いくつでも） 

１．どこに相談していいかわからなかったから (7.7%) 

２．相手の行為は愛情表現だと思い込んでいたから (12.0%) 

３．自分さえがまんすればすむと思ったから (22.5%) 

４．相談したことがわかれば、仕返しやもっとひどい暴力を受けると思ったから (1.4%) 

５．自分にも悪いところがあると思ったから (38.0%) 

６．世間体が悪いと思ったから (6.3%) 

７．相談するほどのことではないと思ったから (59.2%) 

８．無料の相談窓口があることを知らなかったから (4.2%) 

９．相談の時間帯や相談場所等が自分の都合に合わなかったから (8.5%) 

10．その他（具体的に                            ） (5.6%) 

 

 

【全員におたずねします】 

問２９ 今後、男女が社会のあらゆる分野でもっと平等になるために最も重要と思うこと

は何ですか。（○はいくつでも） 

１．法律や制度の上での見直しを行い、性差別につながるものを改めること (39.4%) 

２．女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること (49.7%) 

３．女性自身が経済力を得たり、知識・技術を習得するなど、積極的に生活力や地位の向上

を図ること (47.8%) 

４．女性の意識改革 (46.9%) 

５．男性の意識改革 (56.4%) 

６．小さいときから家庭や学校で男女平等について教えること (41.6%) 

７．仕事と育児・介護等の両立を支援する法律や制度を整え、活用すること (51.4%) 

８．職場において性別による待遇（配置や昇進など）の差をなくすこと (47.2%) 

９．政府や企業などの重要な役職に一定の割合で女性を登用する制度を採用・充実すること (31.1%) 

10．その他（具体的に                             ） (1.1%) 

11．わからない (2.7%) 
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問３０ 今後、泉佐野市で男女共同参画を推進するために、特にどのようなことに力を入

れて取り組むべきだと思いますか。（○はいくつでも） 

１．市の男女共同参画に関する政策・事業について市民の声を聞く場や制度を充実させる (28.3%) 

２．市民生活のさまざまな分野における“男女共同参画に関する条例”を策定する (18.3%) 

３．市の審議会委員や管理職など、政策・方針決定の場に女性を積極的に登用する (22.0%) 

４．男性も利用しやすいように「いずみさの女性センター」の機能を充実させ、利用促進

を図る (15.9%) 

５．男性や女性の生き方や悩みに関する相談の場を充実する (23.6%) 

６．市民が、身近なこととして男女共同参画について考える社会教育の機会を増やす (20.2%) 

７．男女共同参画に関する講座や制度について、行政が積極的に広報していく (19.2%) 

８．民間企業・団体等の管理職に女性の登用が進むように支援する (19.2%) 

９．職場において男女が公平な待遇をされるよう企業等に働きかける (35.8%) 

10．女性の就職や再就職、起業、資格取得に対する支援を充実する (41.3%) 

11．男女がともに働きながら家事や育児・子育て・介護などを両立できるよう、育児や介

護のための施設やサービスを充実する (62.7%) 

12．女性に対する暴力（セクシュアル・ハラスメントや配偶者・パートナーからの暴力）

の防止や被害者への支援を充実する (34.1%) 

13．お互いの性を尊重し、男女とも生涯を通じた健康づくりのための支援をする (33.0%) 

14．市の広報誌やパンフレットなどで男女平等と相互理解について啓発する (16.1%) 

15．その他（具体的に                             ） (0.8%) 

16．特にない (5.6%) 

 

 

問３１ 男女共同参画社会実現のためのご意見、ご要望がありましたら、ご自由にお書き

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上となります。ご協力ありがとうございました。 

ご多忙の中、誠に恐縮ですが、ご記入いただいた調査票は同封の返信用封筒に入れて 

３月１４日（月）までにお近くの郵便ポストにご投函くださいますようお願いいたします。 

（切手を貼る必要はありません。） 

 


